
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

横手市議会だより
71NO． 令和４年５月１日号

３月定例会

「自分の色で」
作者／増田中学校美術部３年　髙

たか

橋
はし

　小
こ

雪
ゆき

 さん

主な内容

3月定例議会ピックアップ… 4
委員会審査報告……………… 6
新年度予算審査……………… 7

会派代表質問……………… 10
一 般 質 問……………… 11
ぎかいトピックス………… 15

…………… 2特集 議会からの提言・決議はどうなった？

作品のこだわりポ
イント！

　この絵は、自分の色・個性を大事に
しようという想いで描きました。人そ
れぞれが異なった良さを持っていると
いうことを表現するために、背景には
様々な色を使ってみました。お互いに、
個性を尊重し合う生活をしていければ
いいと思います。



あなたと市議会 第71号 2022.5.1 あなたと市議会 第71号 2022.5.1３ ２

議会からの提言・決議が
あなたの未来につながる

議会からの
提言・決議

議会内での
協議・検証

あなたの声

市の制度化・
事業化

未来あなたの

　
市
議
会
で
は
、
委
員
会
や
議
員
間
の
話

し
合
い
な
ど
を
踏
ま
え
た
提
言
・
決
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
に
な
っ
て
か

ら
、
す
で
に
２
つ
の
提
言
・
決
議
が
制
度

化
・
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
地
域
経
済
を
守
り
、
住
民

の
皆
さ
ま
が
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

特集
議
会
か
ら
の
提
言
・
決
議
は
ど
う
な
っ
た
？

米価下落に対する支援

決議

● 奨学金の増額
●貸付期間の延長　
●募集時期の見直し

詳しい内容については、
市学校教育課（☎32－2414）に
お問い合わせください。

提言

● 種もみ代相当額の支援
●主食用米以外の作物を新規
あるいは規模拡大して作付
けする方への支援

●水稲露地プール育苗導入へ
の支援

●冬期農業の施設栽培において、掛
かり増しした経費の一部を助成

燃油・資材価格
高騰に対する支援

①県返還助成制度の交付を受けている
②市内に住所があり、５年以上
　居住する意思がある
③市税を滞納していない
①～③の全てに該当する方が対象

令和３年８月17日
奨学金制度の拡充を！

令和３年12月定例会
市内農家への支援を！

提言の
詳しい内容は
議会だより
68号で

決議の
詳しい内容は
議会だより
70号で

米価の下落、大雪、コロナ禍、
燃料・資材価格高騰などから、
今すぐ市内農家と地域経済を
守らないと

進学などを希望する
方が安心して学べる
環境づくりは、地域
を担う人材育成にも
つながりますよ

令和４年３月定例会 令和４年１月臨時議会可決可決 可決可決

米価下落で途方に暮
れましたが、これで
今後も農家を続けて
いけそうです

農事組合法人 塚堀農事生産組合
鈴木　和一 さん

決議案を全会一致で可決総務文教常任委員会が提出

詳しい内容については、
市農業振興課（☎32－2112）に
お問い合わせください。

奨学金制度の拡充

奨学金返還支援制度の創設

奨学金制度の拡充が横
手市の進学希望者、ま
たそのご家庭の経済的
不安を少しでも解消す
るものとなることを
願っています 県立横手高等学校

今入　直樹 先生
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議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
質
問
や
当
局

と
の
協
議
会
の
中
で
、
公
平
か
つ
生
活
弱
者

に
も
配
慮
し
た
経
済
支
援
策
も
実
施
す
べ
き

だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
前

回
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
行
お
う
と
す
る
も

の
で
、
議
会
か
ら
伝
え
た
意
見
や
、
前
回
寄

せ
ら
れ
た
苦
情
・
要
望
を
踏
ま
え
た
改
善
策

な
ど
が
欠
け
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

  補
正
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、買
え
る
、

買
え
な
い
と
い
う
不
公
平
感
に
加
え
、
今
回

は
抽
選
と
い
う
不
公
平
感
が
重
な
る
。
市
全

体
、
全
市
民
に
恩
恵
の
あ
る
事
業
を
考
え
て

ほ
し
い
。

５ 4

３月定例議会ピックアップ ３月定例議会ピックアップ

賛否が分かれた議案と審議結果
この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　●：反対　　※寿松木孝議長は採決に加わりません。

 

案 

件 

名
会
派
・ 

　

議
員
名

令
和
４
年
度

横
手
市
一
般
会
計
予
算

「
最
低
賃
金
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

議　決　結　果 原案可決 採　択

表決数
賛　成 21 18
反　対 4 7

市 民 の 会

宮川　拓也 ○ ○
福田　　誠 ○ ○
山形　健二 ○ ○
大日向香輝 ○ ○
菅原　正志 ○ ○
齋藤　光司 ○ ○
菅原　惠悦 ○ ○

さ き が け

青山　　豊 ○ ○
佐藤　誠洋 ● ●
寿松木　孝 ※ ※
播磨　博一 ○ ○
塩田　　勉 ○ ○

新 政 会

髙𣘺　聖悟 ○ ○
柴田　　忍 ○ ○
佐藤　忠久 ○ ●
小野　正伸 ○ ●
髙橋　和樹 ○ ○

創 成 の 会
林　　一輝 ○ ●
本間　利博 ○ ●
加藤　勝義 ○ ●

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ○
立身万千子 ● ○

公 明 党
土田百合子 ○ ○
井上　忠征 ○ ○

新 風 の 会 木村　清貴 ● ○
実 横 会 加藤　雄太 ○ ●

審 議 結 果
○：賛成　●：反対

※寿松木孝議長は採決に加わりません。
◎は補正予算修正案の提出者

 

案 

件 

名

会
派
・ 

　

議
員
名

令
和
４
年
度
横
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

対
す
る
修
正
案

議　決　結　果 可 決

表決数
賛　成 23
反　対 2

市 民 の 会

　宮川　拓也 ○
　福田　　誠 ○
　山形　健二 ○
　大日向香輝 ○
◎菅原　正志 ○
　齋藤　光司 ○
　菅原　惠悦 ○

さ き が け

　青山　　豊 ○
◎佐藤　誠洋 ○
　寿松木　孝 ※
◎播磨　博一 ○
　塩田　　勉 ○

新 政 会

　髙𣘺　聖悟 ○
　柴田　　忍 ○
　佐藤　忠久 ○
◎小野　正伸 ○
　髙橋　和樹 ○

創 成 の 会
　林　　一輝 ○
　本間　利博 ○
◎加藤　勝義 ○

日本共産党
◎鈴木　勝雄 ○
　立身万千子 ○

公 明 党
　土田百合子 ●
　井上　忠征 ●

新 風 の 会 ◎木村　清貴 ○
実 横 会 　加藤　雄太 ○

令和４年度一般会計予算に対する討論

立身　万千子 議員

コロナ禍で困っているのは
全ての市民だ反対

　昨年に匹敵するほどの雪害が大きな克服課題だ
が、雪対策を深く分析しないまま進めていくこと
に対して市民から不安・疑問の声があるほか、大
型公共施設整備を先行させるあまり、雪捨て場の
確保があと回しにされている。
　地方自治体の責務は「住民福祉の向上」であり、
この予算案は市長が言った市民サービスの維持・
向上にはほど遠いものと言わざるを得ない。

■交流センター設置条例の一部
　改正
　Ｙ２ぷらざに起業支援室「Bizサポートよこて」を
移転して事業を実施します。
■国民健康保険税条例の一部改正
　国民健康保険の加入者に未就学児がいる世帯にお
いて、未就学児に係る均等割額が軽減されます。

■奨学金貸付条例の一部改正
　奨学金の貸付金額および償還期間が見直され、よ
り活用しやすい制度となりました。（制度の内容は
P3をご覧ください）
■雪対策費に関する補正予算
　除排雪経費のさらなる不足が見込まれるため、１月
に引き続き予算を追加補正しました。令和３年度で
は、総額25億円を越える雪対策費の支出が見込ま
れています。

■都市公園条例の一部改正
　現在休業している横手公園スキー場が廃止されます。

■人権擁護委員の推薦 森田　栄一氏（平鹿・新任）

陳情の審査結果採択
◆「最低賃金の改善を求める意見書」の採択を求める陳情書

（秋田県労働組合総連合 議長 越後屋　建一 氏）
◆最低賃金の改善にあたり、「中小企業・零細企業支援の
拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

（秋田県労働組合総連合 議長 越後屋　建一 氏）

１月臨時議会の概要
　米価下落及び燃油・資材価格高騰に対する経営支
援のほか、建築基準法等関係手数料条例の一部改正、
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、保育
士等の処遇改善、除雪費に関する補正予算等を審査
し、いずれも可決しました。

議会案を提出しました

■交流センター設置条例の一部を改正する条例に
　対する附帯決議
　施設の運営実態と条例の規定内容との整合性が図
られるよう、使用料の条項などについて早期に見直
しを検討し、適正な改正を行うよう求めました。

（関連記事 P6）
■ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する
　決議
　市議会から政府に対し、国際社会と密接に連携し
つつ、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹
底を図るとともに、我が国への影響対策について万
全を尽くすよう求めました。

令和２年度に発行した
横手市プレミアム付商品券

　
定
例
会
最
終
日
、
令
和
４
年
度

横
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）、「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
」に
か
か
る
事
業
費
の
う
ち
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
」

３
億
６
８
０
０
万
円
を
減
額
し
よ

う
と
す
る
、
予
算
の
修
正
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
今
回
提
案
の
あ
っ

た
内
容
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
は
白
紙
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
大

雪
や
、
米
価
下
落
、
燃
料
費
高
騰

な
ど
で
地
域
経
済
が
疲
弊
す
る

中
、
議
会
は
ど
の
よ
う
な
判
断
を

し
て
、
こ
の
事
業
を
認
め
な
い
こ

と
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
と
き
、議
会
は
ど
う
判
断
し
た
か

令和２年度プレミアム付商品券事業

令
和
４
年
度
補
正
予
算
で

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
が
提
案

予
算
決
算
委
員
会
産
業
建
設
分
科
会

■
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
な
し
と
な

り
、
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

本 

会 

議

■
採
決
の
結
果
、起
立
多
数
と
な
り
、

修
正
案
が
可
決

７
名
の
議
員
が

補
正
予
算
に
対
す
る
減
額
修
正
案
提
出

事
業
の
組
み
立
て
を
早
急
に
検

討
し
直
し
、
市
全
体
、
全
市
民

に
支
援
が
届
く
公
平
な
事
業
を

求
め
る
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論 

　
相
次
ぐ
値
上
げ
の
影
響
が
市
民
生
活

に
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
き

て
い
る
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
全
て
の
市

民
に
光
が
当
た
る
よ
う
な
事
業
の
再
構

築
を
切
に
願
う
。

予
算
決
算
委
員
会

■
採
決
の
結
果
、起
立
多
数
と
な
り
、

修
正
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

提案理由

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
分
予
算

３
億
６
８
０
０
万
円
を
減
額

これまでの経緯

事業
実施前

商品券
販売後

議
会
か
ら
当
局
へ

伝
え
た
意
見
・
要
望

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

議
会
に
い
た
だ
い
た

苦
情
・
要
望

　
地
域
経
済
を
回
す
と
い
う
目
的
は

理
解
す
る
が
、
買
い
た
く
て
も
買
え

な
い
人
も
出
て
く
る
た
め
、
生
活
弱

者
に
も
配
慮
し
た
政
策
を
考
え
、
事

業
結
果
を
し
っ
か
り
検
証
し
て
欲
し

い
。●

買
い
た
く
て
も
買
え
な
か
っ
た 

●

購
入
可
能
数
が
世
帯
に
よ
っ
て

異
な
る
の
は
不
公
平 
な
ど
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新年度予算審査【総括質疑】 委員会審査報告

厚生常任委員会
◆
空
家
等
の
緊
急
安
全
対
策
措
置

問 
空
き
家
を
解
体
し
て
ほ
し
い
と
い
う
相
談

件
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答 

年
に
数
件
程
度
の
相
談
が
あ
る
。
基
本
的

に
は
所
有
者
が
管
理
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

所
有
者
の
い
る
空
き
家
は
市
で
は
解
体
し
な
い
。

問 

今
回
、
緊
急
安
全
対
策
措
置
と
し
て
、
市

で
解
体
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答 

所
有
者
に
資
力
が
な
く
、
台
風
や
雪
害
な

ど
で
危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
た
た
め
、
緊
急

安
全
対
策
措
置
と
し
て
対
応
し
た
。

問 

所
有
者
が
い
な
く
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る

な
ど
す
ぐ
に
で
も
解
体
を
要
す
る
空
き
家
を
市

で
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

特
定
空
家
等
の
認
定
候
補
と
な
る
空
き
家

の
う
ち
、
相
続
人
の
い
な
い
物
件
は
把
握
し
て

い
る
。
建
物
の

状
態
が
一
つ
一

つ
異
な
る
た

め
、
日
々
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ

て
お
り
、
今
後

も
優
先
順
位
を

付
け
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た

い
。

土田百合子・山形健二・柴田　忍・宮川拓也・林　一輝・立身万千子・青山　豊・佐藤忠久厚生常任委員

危
険
な
空
き
家
は

市
で
解
体
し
て
く
れ
る
の
？空き家に起因する問題も

増加している

総務文教常任委員会
◆
狙
半
内
地
域
の
総
合
整
備
計
画 

問 

10
億
円
を
超
え
る
事
業
費
の
総
合
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
し
て

も
、
市
は
２
億
円
程
度
の
持
ち
出
し
と
な
る
。

こ
の
整
備
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
利

益
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。

答 

天
下
森
ス
キ
ー
場
は
、
市
の
唯
一
の
ス

キ
ー
場
で
あ
り
、
こ
の
整
備
に
よ
り
狙
半
内
地

域
の
活
性
化
と
、
市
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に

資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
天
下
森
ス
キ
ー
場
等
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
の
変
更

問 

ス
キ
ー
場
の
整
備
は
令
和
８
年
度
の
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
３
年
間

と
な
る
指
定
管
理
の
期
間
を
、
令
和
４
年
度
に

１
年
延
長
す
る
意
味
は
何
か
。

答 

ス
キ
ー
場
の

ヒ
ュ
ッ
テ
に
関
す

る
指
定
管
理
料
な

ど
、
整
備
が
完
成

し
な
い
と
確
定
で

き
な
い
部
分
が
あ

る
。
そ
れ
ま
で
は

１
年
延
長
を
繰
り

返
す
し
か
な
い
と

考
え
て
い
る
。

天
下
森
ス
キ
ー
場
周
辺
の

整
備
は
ど
う
な
る
の
？

産業建設常任委員会
◆ 

Ｂ
ｉｚ
サ
ポ
ー
ト
よ
こ
て
の
Ｙ２
ぷ
ら
ざ
内
へ

の
移
転
整
備
に
伴
う
条
例
の
改
正

問 

条
例
中
に
使
用
料
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答 

使
用
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
は
公
の
施
設

で
あ
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
が
、
こ
の
施

設
は
地
方
自
治
法
に
定
め
る
「
公
の
施
設
」
に

は
な
ら
な
い
。
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

利
用
者
か
ら
負
担
金
と
し
て
い
た
だ
く
形
と
し

た
。問 

公
の
施
設
で
は
な
い
と
判
断
す
る
理
由
は

何
か
。

答 

普
通
地
方
公
共
団
体
は
正
当
な
理
由
が
な

い
限
り
住
民
が
公
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
を

拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施

設
は
、
特
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者
が
事
前

に
利
用
登
録
を
し
て
利
用

す
る
た
め
、
公
の
施
設
で

は
な
い
と
判
断
し
た
。

◎
質
疑
終
了
後
、
委
員
間

討
議
を
実
施

　
使
用
料
の
条
項
な
ど
に

つ
い
て
早
期
に
見
直
し
を

検
討
し
、
適
正
な
改
正
を

行
う
附
帯
決
議
案
を
提
出

す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｂ
ｉ
ｚ
サ
ポ
ー
ト
よ
こ
て
は

「
公
の
施
設
」じ
ゃ
な
い
の
？

Ｙ2ぷらざに
移転整備された

Ｂｉｚサポートよこて
菅原正志・佐藤誠洋・齋藤光司・加藤勝義・鈴木勝雄・小野正伸・播磨博一・木村清貴産業建設常任委員

年間を通した屋外レジャー空間となる
天下森スキー場

髙橋和樹・菅原惠悦・大日向香輝・福田　誠・塩田　勉・加藤雄太・本間利博・井上忠征・髙𣘺聖悟総務文教常任委員

問 

市
民
、
行
政
協
働
の

取
り
組
み
は
。

答 

課
題
解
決
に
向
け
て
、

事
業
者
以
外
の
共
助
組
織

や
個
人
等
に
依
頼
し
て
実

施
し
た
雪
下
ろ
し
に
つ
い

て
も
事
業
の
対
象
と
し
、

費
用
助
成
を
行
っ
た
。
今

後
も
政
策
を
進
め
て
い
く
。

問 

町
内
会
等
除
雪
活
動

費
の
予
算
の
内
容
は
。

答 

早
朝
除
雪
路
線
と

な
っ
て
い
な
い
道
路
に
対

す
る
除
雪
活
動
団
体
へ
の

補
助
、
除
雪
機
械
の
導
入

経
費
、
流
雪
溝
管
理
運
営

費
、
維
持
修
繕
費
の
半
額

補
助
等
を
予
定
。
補
助
金

額
は
前
年
度
と
同
等
と
し

て
い
る
が
、
地
域
の
雪
処

理
に
対
し
て
は
拡
充
す
る
。

●
狙
半
内
地
域
で
の
辺
地

対
策
事
業
債
活
用
事
業
は

問 

地
域
活
性
化
の
た
め

に
、地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
計
画
と
な
っ
て
い
る
か
。

答 

天
下
森
ス
キ
ー
場
に

お
い
て
夏
場
の
ゲ
レ
ン
デ

を
活
用
す
る
整
備
や
、
夏

虫
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
で
特
産
品

の
そ
ば
の
提
供
を
想
定
し

て
い
る
。

問 

宿
泊
体
験
の
た
め
の

整
備
は
。

答 

増
田
地
域
の
蔵
や
ま

ん
が
美
術
館
等
、
地
域
の

特
長
を
生
か
し
て
整
備
計

画
を
進
め
た
い
。

雪
対
策
費
な
ど

雪
関
連
の
予
算
は

本
間
利
博
委
員

個人等に依頼して行った雪下ろしも
費用助成の対象に

問 「
応
援
人
口
と
の
関
係

深
化
事
業
」
の
具
体
的
な

取
り
組
み
内
容
は
。

答 

首
都
圏
在
住
の
方
を

対
象
に
、
当
市
を
知
っ
て

も
ら
い
、
関
わ
っ
て
も
ら

う
入
り
口
と
し
て
の
「
な

べ
っ
こ
遠
足
in
東
京
」
の

開
催
や
、
応
援
人
口
の
自

発
的
な
活
動
を
促
し
、
応

援
人
口
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
、
東
北
大
学
と
の

共
同
研
究
を
実
施
す
る
。

問 

市
外
に
住
む
横
手

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
送
っ

て
い
る
「
よ
こ
て
ｆ
ｕ
ｎ

通
信
」
に
つ
い
て
、
市
民

の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

応
援
人
口
を
拡
大
す

る
に
は
、
市
民
の
認
知
度

を
高
め
る
こ
と
も
有
効
な

手
段
と
思
っ
て
い
る
。
機

会
を
捉
え
て
購
読
者
拡
大

に
努
め
て
い
る
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
目
に
も
触
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問 「
横
手
応
援
拠
店
」の

事
業
の
内
容
は
。

答 

市
出
身
者
が
経
営
す

る
飲
食
店
等
に
協
力
い
た

だ
き
、
県
外
に
お
け
る
応

援
人
口
の
交
流
拠
点
、
ま

た
魅
力
発
信
の
拠
点
と
す

る
。
首
都
圏
や
仙
台
圏
を

中
心
に
登
録
店
舗
10
件
を

目
標
に
進
め
る
。

青
山

　豊
委
員

問 

公
共
施
設
解
体
の
予

算
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

８
施
設
分
の
解
体
工

事
を
行
う
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
は
公
共
施

設
の
保
有
総
量
の
圧
縮
に

向
け
、
市
や
地
域
で
の
利

活
用
、
民
間
事
業
者
へ
の

貸
付
や
売
却
等
を
検
討
し

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
る
。

問 

計
画
の
確
実
な
実
行

に
は
、
市
民
の
理
解
や
賛

同
が
不
可
欠
だ
。
施
設
の

利
用
状
況
を
数
値
化
、
可

視
化
し
た「
建
物
カ
ル
テ
」

の
作
成
が
住
民
と
の
合
意

形
成
に
大
き
な
力
に
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

施
設
の
詳
細
な
利
用

状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
現
在
の
施
設
カ

ル
テ
へ
の
掲
載
の
在
り
方

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問 

空
き
家
は
個
人
財
産

と
は
言
え
、
市
民
の
安
心

安
全
や
景
観
上
の
観
点
か

ら
市
の
関
わ
り
は
大
き

い
。
市
民
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

答 

地
域
に
出
向
い
て
の

講
座
、
相
談
会
の
開
催
な

ど
に
よ
り
相
談
し
や
す
い

体
制
を
作
っ
て
行
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

十
文
字
陸
上
競
技
場
の

充
実
に
つ
い
て

財
産
活
用
推
進

計
画
の
内
容
は

菅
原
正
志
委
員

令和４年度に解体工事が行われる
旧雄物川庁舎

東北大学などの学生と行った応援
人口についての研究発表会の様子

※応援人口…心の重心が横手市にあり、市へ有形無形の応援を行ってくれる方。
国で提唱する「関係人口」の横手市バージョン

応
援
人
口
の

取
り
組
み
は

※
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◆
民
間
温
泉
施
設
支
援
事
業

答 

民
間
の
施
設
も
支
援
し
な
が
ら
観
光

客
の
増
加
に
つ
な
げ
る
観
点
も
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
民
間
温
泉
施
設
の
経
営

は
各
施
設
と
も
大
変
厳
し
い
状
況
だ
と
把

握
し
て
い
る
。
温
泉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
い

た
だ
く
こ
と
で
観
光
客
の
確
保
に
つ
な
が

る
効
果
も
あ
る
。
温
泉
設
備
は
経
年
劣
化

が
激
し
く
、
市
と
し
て
設
備
に
対
す
る
支

援
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
宴
会
や
宿
泊
が
こ
れ
だ
け
の
状
況

に
な
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
経
営
継
続
の
た
め
の
ス
ポ
ッ
ト
的
な

補
助
金
創
設
と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

◆
就
農
支
援
事
業

答 

Ｊ
Ａ
無
料
職
業
紹
介
所
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
県
・
市
も
加
わ
り
、
定
期
的
に

会
議
を
開
き
協
議
し
て
い
る
。
こ
の
紹
介

所
の
開
設
に
よ
り
、
農
業
の
雇
用
が
見
え

る
化
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ

り
、
市
民
か
ら
農
業
の
雇
用
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

ま
た
、
市
と
し
て
は
、
園
芸
振
興
拠
点
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
初
心
者
が
基
本
的
な

農
業
技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
講

習
会
を
行
う
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
が
農

作
業
に
携
わ
れ

る
仕
組
み
を
作

り
た
い
。
県
で

も
果
樹
試
験
場

に
お
い
て
一
般

市
民
を
対
象
に

し
た
基
礎
的
な

作
業
研
修
を
予

定
し
て
い
る
。

◆
果
樹
等
自
然
災
害
復
旧
対
策
事
業

答 

決
議
の
内
容
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
助
成
率
を
見
直
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
度
の
雪
害
で
は
、

復
旧
事
業
に
加
え
、
市
と
連
動
し
な
が
ら

県
な
ど
で
も
新
た
な
支
援
策
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
も
樹
体
の
回
復
と

と
も
に
徐
々
に
販
売
額
も
上
向
い
て
い
く

と
計
画
を
立
て
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
段
階
的
に
助
成

率
を
引
き
下
げ
て
果

樹
農
家
の
自
立
経
営

を
促
す
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考

え
、
助
成
率
を
５
％

引
き
下
げ
た
。

　 起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
可
否
同

数
と
な
り
、
分
科
会
長
裁
決
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
雪
下
ろ
し
雪
寄
せ
支
援
事
業

答 

こ
れ
ま
で
は
利
用
者
か
ら
負
担
金
を

市
に
納
め
て
も
ら
い
、
市
か
ら
事
業
者
に

代
金
を
全
額
支
払
う
方
式
で
あ
っ
た
が
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
利
用
者
が
一
旦
全
額

支
払
い
、
市
が
そ
の
一
部
の
額
（
３
分
の

１
ま
た
は
６
分
の
１
）
を
補
助
す
る
形
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
補
助
の
割
合
に
つ
い

て
変
更
は
な
い
が
予
算
は
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
制
度
改
正
に
よ
り
、
個
人
や
共
助

組
織
の
方
な
ど

に
依
頼
し
た
作

業
の
経
費
も
補

助
の
対
象
と
し

た
こ
と
で
、
担

い
手
は
２
倍
と

な
り
、
想
定
を

上
回
る
利
用
が

あ
っ
た
。

◆
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

答 

９
月
ま
で
は
こ
の
事
業
で
対
応
す
る

が
、
10
月
以
降
は
、
保
育
士
に
つ
い
て
は

公
定
価
格
の
一
部
と
し
て
支
給
さ
れ
、
ま

た
、
学
童
保
育
の
支
援
員
に
つ
い
て
は
国

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
金
の
交
付

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
同
水
準
で
給
付
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
各
施
設
の
職

員
の
処
遇
等
に
関
し
て
は
、
指
導
監
査
等

で
確
認
し
て
い
く
。

◆
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
事
業

答 

通
常
接
種
は
対
象
者
１
７
０
０
人
の

35
％
程
度
を
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は

対
象
者
２
０
６
７
人
の
20
％
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。
全
て
の
予
防
接
種
で
相
談
窓

口
を
整
え
て
お
り
、
健
康
被
害
が
出
た
際

は
委
員
会
を
開
い
て
対
応
す
る
。 

　 起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
と
な

り
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
町
内
会
活
動
補
助
事
業
、
地
域
づ
く

り
市
民
活
動
補
助
事
業

答 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
交
付

件
数
は
減
っ
て
お
り
、
今
後
の
状
況
が

見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
交
付
実
績

を
勘
案
し
減
額
し
た
。
な
お
、
道
路
の

修
繕
な
ど
を
要
望
す
る
声
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、

そ
れ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、

こ
の
事
業
で

減
額
し
た
分

を
地
区
会
議

の
ハ
ー
ド
予

算
に
上
乗
せ

し
て
い
る
。

　 起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立

全
員
と
な
り
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

産
業
建
設
分
科
会

産
業
建
設
関
連
事
業
予
算
は

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

設
備
投
資
に
対
し
て
の
補
助
の
効
果

と
、
民
間
温
泉
事
業
者
に
限
っ
て
支

援
す
る
こ
と
の
公
平
性
は
。

薬
剤
助
成
の
補
助
率
維
持
の
決
議
を

出
し
た
の
に
30
％
か
ら
25
％
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
理
由
は
。

農
業
の
求
職
、
求
人
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

厚
生
分
科
会

総
務
文
教
分
科
会

雪
お
ろ
し
雪
寄
せ
へ
の

支
援
充
実
を

地
域
の
取
り
組
み
へ
の

補
助
は
減
ら
さ
な
い
で

こ
の
事
業
は
手
厚
く
し
て
い
き
た
い

部
分
だ
が
、
予
算
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

単
年
度
の
事
業
で
は
処
遇
改
善
に
な

ら
な
い
。
事
業
所
が
努
力
し
て
改
善

す
る
ス
テ
ッ
プ
へ
の
指
導
は
。

接
種
者
数
の
見
込
み
と
、

副
反
応
な
ど
へ
の
相
談
体
制
は
。

令
和
３
年
度
予
算
と
比
べ
軒
並
み

減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

４月にグランドオープンした
ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所

個人や共助組織などに依頼した
作業経費も対象となった

雄物川福地地区で行われた交流農園事業

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
や
、

園
芸
作
物
規
模
拡
大
事
業
な
ど
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ

い
て
の
審
査
の
詳
細
は
Ｐ
４
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　 起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起

立
な
し
と
な
り
、
否
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業
や
、

文
化
財
等
デ
ジ
タ
ル
映
像
活
用
計
画

策
定
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

 

　起
立
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起

立
全
員
と
な
り
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
の

ア
プ
リ
は
ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
に
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
構
築
す
る
の
か
。

答 

65
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
、
体

調
を
管
理
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

の
成
果
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
競
う
大
会

を
開
催
し
て
仲
間
づ
く
り
す
る
機
能

を
構
築
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
が

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。
ア

プ
リ
活
用
に
向
け
、
講
習
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
な
ど
の
支
援
も
行
う
。

関
係
機
関
と
も
協
議
し
、
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

事
業
内
容
が
あ
い
ま
い
。
交

付
金
あ
り
き
で
議
論
が
さ
れ

な
い
ま
ま
提
案
さ
れ
失
敗
し
た
事
業

も
た
く
さ
ん
経
験
し
て
い
る
。
も
っ

と
議
論
が
必
要
だ
。

ア
プ
リ
に
疑
問
を
感
じ
る
と

こ
ろ
は
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

事
業
が
今
後
の
高
齢
者
へ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
普
及
な
ど
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　 起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

と
な
り
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

産
業
建
設
分
科
会

総
務
文
教
分
科
会

厚
生
分
科
会

市職員の働き方改革に
向けテレワークを推進

討 

論
賛成 反対

３
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
本
会
議
と
は
別
に
分
科
会
（
横
手
市

議
会
で
は
、
産
業
建
設
、
厚
生
、
総
務
文
教
の
３
つ
）
を
設
け
、
専
門
分
野
ご
と

に
詳
し
く
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
審
査
の
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

県内でも高い生産額を誇る果樹の
雪害からの早期復旧が望まれる

否

否

可

可

可可
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会派代表質問・一般質問 会派代表質問

Ａ
問 

市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
、空
き
家
問
題
へ
の
対
策
が
重

要
だ
が
、老
朽
危
険
空
き
家
と
な
る
前
段

階
か
ら
対
策
が
必
要
だ
。令
和
３
年
に

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例

を
改
正
し
た
が
、他
市
と
同
等
以
上
の
補

助
金
の
予
算
を
早
急
に
措
置
す
べ
き
だ
。

答 

解
体
事
業
費
の
30
％
以
内
、
30
万

円
を
上
限
と
す
る
老
朽
危
険
空
き
家
の

解
体
補
助
金
が
あ
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
対
象
を
特
定
空
家
等
に
拡
大
す
る
。

問 

第
２
期
横
手
市
空
家
等
対
策
計
画

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
は
。

答 

相
談
会
開
催
な
ど
積
極
的
に
意
見

や
要
望
を
伺
う
機
会
を
設
け
、行
政
や

民
間
と
地
域
の
方
々
が
連
携
し
空
き
家

対
策
を
実
施
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

問 

団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、

一
気
に
空
き
家
が
増
大
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
空
き
家
が
増
え
る
可
能
性
の
あ

る
行
政
区
を
予
測
し
て
課
題
を
見
え
る

化
で
き
る
資
料
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基

に
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
べ
き
で
は
。

答 

課
題
の
見
え
る
化
は
非
常
に
有
効

と
捉
え
て
い
る
。前
向
き
に
検
討
す
る
。

●
鶴
ケ
池
荘
の
有
効
活
用
を

問 

鶴
ケ
池
荘
を
市
民
が
利
用
で
き
る

温
泉
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
温
泉
も
あ

る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除
せ
ず
に

検
討
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
回

答
を
お
願
い
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
分
析
し
、
議
員
の
皆
さ
ま
と

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

Ｑ

佐
藤
誠
洋
議
員

さ
と
う

　ま
さ
ひ
ろ

総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
む

空
き
家
対
策
事
業
を
裏
付
け
る
予
算
を
措
置
す
べ
き
で
は

補助
割合 補助上限額

大
仙
市

解
体
撤
去
費
用
の

50
％
以
内

●老朽空き家
　相続から３年以内⇒100万円
　相続から４年以上⇒50万円
●危険空き家⇒100万円
●迷惑空き家⇒100万円
●要解体空き家⇒150万円
●空き家を取得し跡地の利活用
　を行う場合
　　個人⇒50万円
　　業者⇒10万円（※一律）

横
手
市

解
体
撤
去
費
用
の

30
％
以
内

●老朽危険空き家⇒30万円

空き家対策事業の比較（令和３年度）

※特定空家等…保安上の危険性や衛生上の有害性、景観の阻害、その他周辺の
生活環境に悪影響を及ぼす可能性のある空家等

問 

農
業
支
援
に
向
け
た
、
市
職
員
の

兼
業
認
定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答 
全
国
事
例
や
関
係
法
令
を
参
考
に

し
な
が
ら
許
可
基
準
案
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
業
務
に
兼
業
ニ
ー

ズ
が
あ
る
か
な
ど
、
令
和
４
年
度
に
職

員
に
対
し
意
向
調
査
を
実
施
し
た
い
。

問 

市
役
所
本
庁
部
局
と
地

域
局
と
の
関
わ
り
方
は
。

答 

本
庁
部
局
は
全
市
的
な

観
点
か
ら
事
業
の
調
整
を

し
、
地
域
局
は
そ
の
実
行
役

と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
密
接
に
連
携
し
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

円
滑
な
情
報
交
換
と
事
業
執

行
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

双
方
の
業
務
や
立
場
を
理
解

で
き
る
よ
う
、
若
手
職
員
を

中
心
に
両
方
を
経
験
で
き
る

人
事
配
置
に
努
め
て
い
る
。

問 

再
任
用
職
員
は
、
経
験

や
知
見
を
生
か
し
た
業
務
が

で
き
て
い
る
か
。

答 

短
時
間
勤
務
で
の
任
用

を
原
則
と
す
る
が
個
々
の
知

識
や
経
験
を
生
か
し
た
地
域

貢
献
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

問 

女
性
が
活
躍

で
き
る
職
場
と
な
る
取
り

組
み
は
。

答 

女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
き
、
特
定
事
業
主
行

動
計
画
を
定
め
、
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
つ
の
指
標

と
し
て
、
課
長
級
昇
任
試

験
の
女
性
受
験
率
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
令

和
３
年
度
は
男
性
と
比
較

し
30
％
低
い
状
況
に
あ

る
。
職
員
の
人
事
配
置
に

お
い
て
は
、
男
女
問
わ
ず

適
材
適
所
に
努
め
、
全
て

の
職
員
が
最
大
限
に
能
力

を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
目
指
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
内
飲
食
業
支
援
の
取

り
組
み
な
ど

Ｑ 市職員の農業支援の兼業認定は
Ａ 許可基準案を作成し、意向調査を実施する

菅 原 正 志 議員
すがわら　ただし市民の会

問 

大
型
公
共
施
設
整
備
に
当
た
り
、

建
築
資
材
価
格
の
高
騰
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

答 

概
算
事
業
費
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
一
定
程
度
の
社
会
情
勢
の
変
化
を

見
越
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
設
計
段

階
で
さ
ら
な
る
社
会
情
勢
の
変
化
や
事

業
費
の
変
更
が
見
込
ま
れ
た

場
合
に
は
、
面
積
、
設
備
等

の
調
整
を
検
討
す
る
。

問 

指
定
管
理
料
や
施
設
の

維
持
管
理
経
費
が
、
将
来
、

経
常
収
支
を
圧
迫
す
る
こ
と

は
な
い
か
。

答 

指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
や
、
横
手
市
財
産
経
営
推

進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計
画
）
の
着

実
な
推
進
に
よ
り
、
維
持
管

理
経
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
、

今
後
も
持
続
的
な
行
政
運
営

に
努
め
る
。

●
空
き
家
へ
の
対
策
と
環
境

保
全
の
取
り
組
み
は

問 
市
内
に
は
令
和
２
年
で

１
８
０
７
戸
の
空
き
家
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
約
７
割
が
横

手
・
平
鹿
・
十
文
字
地
域
に

あ
る
。
空
き
家
は
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
重
要
な
問
題

だ
が
、
条
例
制
定
や
施
策

拡
充
な
ど
の
対
策
を
整
備

で
き
な
い
か
。

答 

平
成
28
年
に
老
朽
危

険
空
き
家
対
策
を
中
心
に

第
１
期
横
手
市
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
た
。し
か

し
、そ
の
後
も
人
口
流
出
や

少
子
高
齢
化
に
よ
り
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、第
２

期
の
計
画
で
は
空
き
家
の

「
予
防
の
推
進
」「
適
正
管

理
の
推
進
」「
利
活
用
の
推

進
」を
基
本
方
針
と
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
特

※

定
空

家
等
対
策
に
移
行
し
、行

政
指
導
、行
政
処
分
、代
執

行
な
ど
を
適
切
に
行
う
。

解
体
補
助
の
対
象
も
特
定

空
家
等
に
拡
充
す
る
。

Ｑ 大型公共施設の整備は財政を圧迫しないか
Ａ 経費抑制等につなげ持続的な行政運営に努める

塩 田　　勉 議員
しおた　つとむさきがけ

問 

横
手
市
で
は
廃
止
す
る

と
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
グ
防
災
行

政
無
線
の
使
用
期
限
が
、
国

の
制
度
改
定
で
令
和
６
年
11

月
ま
で
延
長
さ
れ
た
。ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
充
当
で
き
る
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
も
令
和
７

年
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
事
業

費
の
７
割
が
財
政
措
置
さ
れ

る
こ
の
事
業
債
を
利
用
し
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
再
考
で
き
な
い
か
。

答 

市
民
へ
の
緊
急
情
報
や

行
政
情
報
伝
達
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど

に
よ
り
行
っ
て
い
る
の
で
デ

ジ
タ
ル
化
の
計
画
は
な
い
。

ま
た
、現
在
使
用
し
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
防
災
行
政
無
線
は
使

用
期
限
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

問 

ま
ず
は
第
一
に
、
市
民
が
平
等
に

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
事
業

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答 

市
で
は
、
ア
プ
リ
な
ど
を
使
っ
た

情
報
発
信
手
段
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
将
来
に
向
け
た
、
新
た
な

情
報
発
信
手
段
を
模
索
し
て
い
く
。

●
合
併
特
例
債
の
充
当
率

に
つ
い
て

問 

合
併
時
に
合
併
特
例

債
起
債
上
限
額
を
４
１
０

億
円
と
定
め
た
。
そ
れ
を

大
幅
に
上
回
る
、
発
行
限

度
額
５
４
４
億
円
に
近
い

起
債
の
充
当
を
見
込
ん
だ

大
型
公
共
施
設
計
画
が
進

ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

答 

既
に
活
用
し
た
合
併

特
例
債
の
償
還
も
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
体
育
館

と
市
民
会
館
の
長
寿
命
化

を
図
る
財
源
と
し
て
、
限

度
額
近
く
ま
で
活
用
す
る

こ
と
を
選
択
し
た
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

手
話
言
語
条
例
の
必
要

性
な
ど

Ｑ 防災行政無線デジタル化の事業再考を
Ａ デジタル化と新規整備はしない

加 藤 勝 義 議員
かとう　かつよし創成の会
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一 般 質 問 一 般 質 問

Ａ
問 

市
の
就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る
、

要
保
護
と
準
要
保
護
を
合
わ
せ
た
認
定

者
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

答 

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減
少

な
ど
の
要
因
に
よ
り
認
定
者
の
割
合
は

減
少
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
保
護
者
が
休
暇
を
取
得

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

問 

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
し
て
、労

働
局
で
行
う
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成

金
制
度
等
を
広
く
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。保
護
者
が
希
望
に
応
じ
て
休
暇
を
取

得
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、制
度
の

周
知
が
必
要
と
思
う
が
、市
で
の
対
応
は
。

答 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て

い
る
。今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
市
内
商

工
団
体
等
と
連
携
し
て
周
知
に
努
め
る
。

●
休
校
時
こ
そ
社
会
教
育
の
充
実
を

問 

市
内
各
地
の
小
規
模
単
位
で
の
伝

統
文
化
を
集
落
会
館
な
ど
で
次
世
代
に

伝
え
る
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答 
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、子
ど
も
の
活

動
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。ま
た
、伝
統

行
事
は
担
い
手
不
足
の
折
、存
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
団
体
も
あ
る
。主
な
伝

統
文
化
を
映
像
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
で
記
録
す
る
こ
と
で
、小
規
模
な
社

会
教
育
の
場
で
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

●
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
の
軽
減
を

問 

18
歳
未
満
の
加
入
者
の
国
民
健
康

保
険
税
均
等
割
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

答 

一
義
的
に
は
国
が
行
う
べ
き
施
策

だ
。軽
減
を
実
施
す
る
場
合
は
、全
加
入

者
へ
そ
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る

た
め
、慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考
え
る
。

Ａ
問 

国
と
県
で
は
、
住
民
の
賃
金
ア
ッ

プ
に
よ
り
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る
施
策

を
行
う
が
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

答 

市
内
の
新
卒
初
任
給
平
均
額
は
県

内
平
均
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
若
年

者
の
人
材
確
保
と
地
元
定
着
に
は
早
急

に
取
り
組
む
課
題
と
捉
え
る
が
、
一
朝

一
夕
に
は
成
し
得
な
い
。
市
内
企
業
の

支
援
と
企
業
誘
致
を
進
め
経
済
を
発
展

さ
せ
、賃
金
水
準
の
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
に
つ
い
て

問 

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
は
重
要
で
あ
る
。
令
和
４
年
末
ま

で
に
策
定
す
る
大
要
を
伺
う
。

答 

「
住
民
の
利
便
性
向
上
」「
新
た
な

価
値
創
造
」「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
実
現
」の
３
つ
を
目
標
と
す
る
。行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
・
活
用
、市
が
公

開
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
充
実
に
よ
る

新
た
な
価
値
創
造
の
取
り
組
み
へ
の
寄

与
、高
齢
者
を
中
心
と
し
た
体
験
型
講

習
会
の
開
催
等
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

便
性
を
実
感
で
き
る
施
策
を
立
案
す
る
。

●
財
政
面
に
つ
い
て

問 

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
自
然
災

害
が
続
い
た
場
合
で
も
対
応
可
能
か
。

答 

財
政
調
整
基
金
は
不
測
の
事
態
に

備
え
、
長
期
的
視
野
で
計
画
的
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
の
積
立
金
だ
。
令
和

２
年
度
に
は
大
雪
災
害
経
費
を
財
政
調

整
基
金
で
対
応
し
た
。長
期
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
大
型
公
共
施
設
建
設
事
業

着
手
後
も
災
害
対
応
可
能
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

空
き
家
対
策
、
雪
対
策
、
公
共
施
設

へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

立
身

　万
千
子
議
員

た
つ
み

　ま
ち
こ

Ｑ

Ｑ

賃金水準アップが市内経済
発展のカギ

Ａ
問 

児
童
生
徒
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答 

定
期
的
に
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
捉
え
、
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
不
登

校
適
応
指
導
教
室
で
あ
る
、
か
が
や
き

教
室
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
学
校
を

欠
席
し
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
支

援
、
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
。

問 「
学
び
を
止
め
な
い
」と
い
う
考
え

の
も
と
、緊
急
時
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
、早
急

に
体
制
作
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答 

こ
れ
ま
で
の
試
み
や
経
験
を
生
か

し
、
貸
し
出
し
の
ル
ー
ル
作
り
や
要
綱

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
地
域
の
雪
処
理
へ
の
支
援
は

問 

間
口
除
雪
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

生
活
道
路
除
排
雪
協
働
事
業
の
利
用
基

準
の
一
部
緩
和
、拡
充
は
で
き
な
い
か
。

答 

除
雪
活
動
費
補
助
金
の
対
象
と
し

て
、
間
口
除
雪
を
含
む
、
地
域
の
雪
処

理
に
対
す
る
課
題
解
決
の
活
動
を
含
め

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

●
水
道
事
業
の
現
状
は

問 

水
道
管
の
老
朽
化
、漏
水
へ
の
対

応
が
急
務
と
考
え
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

答 

優
先
順
位
を
設
定
し
、
年
次
計
画

で
更
新
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
家
庭

の
管
理
と
な
る
区
間
の
水
道
管
で
は
、

修
繕
に
個
人
の
費
用
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

国
、
県
が
推
進
す
る
水
道
事
業
の
広

域
連
携
に
つ
い
て

Ａ
問 

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
も
運

休
、
減
便
が
見
込
ま
れ
る
中
、
市
の
公

共
交
通
機
関
の
在
り
方
の
方
針
は
。

答 

路
線
バ
ス
は
公
共
交
通
を
担
う
土

台
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
路
線
維
持

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問 

公
共
交
通
事
業
者
へ
の
補
助
が
増

え
続
け
て
い
る
が
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

青
天
井
に
補
助
金
を
増
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
ま
ず
は
路
線
バ
ス

の
維
持
に
努
め
る
。
路
線
バ
ス
空
白
地

域
を
含
め
、
一
定
の
公
共
交
通
網
を
整

え
る
た
め
の
補
助
は
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

補
助
金
以
外
で
、
除
雪
な
ど
利
用

者
拡
大
の
た
め
の
支
援
は
あ
る
か
。

答 

利
用
者
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
に

免
許
返
納
者
へ
の
公
共
交
通
利
用
回
数

券
の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

バ
ス
路
線
は
他
の
道
路
に
優
先
し
て
除

排
雪
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

バ
ス
事
業
が
縮
小
す
る
中
で
、
今

後
自
家
用
旅
客
運
送
な
ど
の
代
替
交
通

を
拡
大
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答 

現
状
で
は
法
律
の
観
点
か
ら
許
可

が
下
り
な
い
た
め
代
替
交
通
の
拡
大
は

難
し
い
が
、
一
つ
の
形
と
し
て
検
討
は

続
け
て
い
き
た
い
。

問 

横
手
市
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、
運

行
本
数
や
運
行
ル
ー
ト
、
料
金
体
制
な

ど
の
見
直
し
の
検
討
は
あ
る
か
。

答 

一
便
あ
た
り
の
運
行
時
間
や
利
用

す
る
沿
線
の
方
々
の
利
便
性
等
を
考
慮

す
る
と
、
ル
ー
ト
変
更
や
延
長
は
困
難

だ
。
引
き
続
き
、
事
業
者
と
と
も
に
利

用
実
態
等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ

運行開始から10年を迎える
横手市循環バス

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
注
視
し
て
い
く

小
中
学
校
就
学
援
助
の
拡
充
を

子どもたちが受け継いだ
金沢ささら舞

子どもと保護者を支援する
かがやき教室

よ
り
充
実
し
た
相
談
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い

加
藤
雄
太
議
員

か
と
う

　ゆ
う
た

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

宮
川
拓
也
議
員

み
や
か
わ

　た
く
や

路
線
維
持
に
向
け
た
支
援
を
行
う

今
後
の
公
共
交
通
機
関
の
在
り
方
を
伺
う

市
内
経
済
を
発
展
さ
せ
向
上
目
指
す

賃
金
水
準
ア
ッ
プ
へ
市
の
対
応
は

井
上
忠
征
議
員

い
の
う
え

　ち
ゅ
う
せ
い
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伝わる、 身近な議会に
２月７日広報分科会研修報告 広報セミナー

高校生議会だよりモニター

　日本広報協会で広報アドバイザーを務める吉
村潔氏を講師に迎え、リモートでのセミナーを
実施しました。
　研修では、議会広報の現状と課題や、編集の
基礎知識についての講義のあと、議会だより第
70号の紙面についてクリニックを受けました。

　令和３年度にモニターとなっていただいた、県立雄物川高校生18名の
皆さんに、議会だよりに対するご意見などを話し合っていただきました。

なるほど！

そうすればい
いのか～

さっそく改善し
て

いきましょう！

講義では、市民に身近な議会になるための広報活動の在り方や、
情報の伝え方などについて学びました。クリニックでは、色使
いや、紙面の余白バランス、見出しの工夫など細かい部分まで
アドバイスをいただきました。

　横手市議会は全国でも
トップレベルの議会改革に
取り組む議会の一つです。
　今後も市民の声を反映し
た議会活動を積極的に進
め、広報活動がその取り組
みのエンジンとなって全国
の自治体議会の広報広聴活
動をリードしていっていた
だきたいと思います。

広報アドバイザー
吉村　潔 氏から

セミナーで学んだ内容や、
高校生議会だよりモニター
の皆さんからのご意見は、
さっそく今号の紙面づくり
に取り入れています。
（議会用語解説ページへの
QRコード掲載など）

これからももっと伝わる、
もっと身近な議会を目指し
て広報紙づくりを進めてい
きます。

アドバイスやご意見を
紙面づくりに生かします

しっかり

明るい
デザインの
ほうが読みたく
なると思います

議会用語の
解説ページへの
QRコードを

掲載したらどうだろう

一般質問の
記事に

とても興味が
あります

文字が多かったり、
難しい用語がある記事は
読みたくないなぁ

議会の 動き主な

７日
19日
20日

21日

27日
28日

産業建設常任委員会協議会
厚生常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会・行政課題説明会）
総務文教常任委員会協議会、
産業建設常任委員会協議会
市議会１月臨時議会【P5】
全員協議会（行政課題説明会）

１
月

７日
14日
18日

22日

25日
28日

広報分科会広報セミナー【P15】
議会改革推進会議
正副委員長会議、議会運営委員会、
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）、広報分科会
市議会３月定例議会（～３月23日）【P4～14】、
議会運営委員会、議員懇談会
正副委員長会議、議会運営委員会
広報分科会

２
月

３日
８日
10日
18日
22日
23日

広報分科会
議会運営委員会
全員協議会（議案説明会）、ICTプロジェクトチーム会議
正副委員長会議、議会運営委員会、広報分科会
全員協議会（行政課題説明会）
議会改革推進会議

３
月

Ａ
問 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
横
手
で
も

１
０
０
０
人
を
超
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
や
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の

値
上
が
り
で
市
民
は
困
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
行
政
で
市
民
に
支

援
給
付
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答 

全
市
民
に
対
す
る
一
律
給
付
支
援

は
、
経
済
効
果
も
限
定
的
で
一
過
性
に

留
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

問 

Ｊ
Ａ
と
園
芸
作
物
振
興
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
て
５
年
に
な
る
が
、

連
携
協
定
の
効
果
等
、事
業
の
評
価
は
。

答 

市
と
Ｊ
Ａ
が
互
い
に
目
的
を
一
つ

に
し
、
県
や
農
業
委
員
会
も
含
め
、
農

業
の
諸
課
題
解
決
や
持
続
的
発
展
の
た

め
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
う
仕
組
み
が

で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
と
考
え
る
。

問 

施
政
方
針
で
は
高
収
益
作
物
の
導

入
で
園
芸
作
物
へ
の
作
付
転
換
を
後
押

し
す
る
と
あ
る
が
、
作
付
面
積
は
減
っ

て
い
る
。
園
芸
作
物
を
維
持
拡
大
す
る

た
め
の
支
援
対
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答 

高
収
益
作
物
導
入
推
進
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
重
点
振
興
作
物
の
補
助

率
や
補
助
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
。
園

芸
作
物
へ
の
作
付
転
換
や
経
営
安
定
化

を
図
り
、
営
農
維
持
、
拡
大
に
向
け
た

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
単
独
の
補
助
事
業
で
あ
る
水
田

利
活
用
緊
急
対
策
事
業
の
令
和
４
年
度

予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答 

交
付
単
価
や
交
付
要
件
に
変
更
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
積

算
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
問 

赤
坂
総
合
公
園
一
帯
を
防
災
拠
点

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答 

体
育
館
建
設
後
は
災
害
規
模
に
応

じ
た
運
用
を
想
定
し
て
い
る
。

●
小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

問 

保
護
者
等
に
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

有
効
性
や
重
要
性
等
の
情
報
を
伝
え
る

体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

答 

接
種
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
ご

自
身
や
保
護
者
に
し
っ
か
り
判
断
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
発
信
と
、
医
師
か

ら
の
丁
寧
な
説
明
を
重
要
視
し
て
い
る
。

●
子
育
て
支
援
の
拡
充
を

問 

医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校
生
ま

で
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 
県
に
よ
る
福
祉
医
療
制
度
の
見
直

し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
内
容
を
詰
め
て
い
く
。

●
学
校
教
育
で
の
相
談
環
境
の
充
実
を

問 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

通
信
媒
体
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

る
現
在
、
児
童
生
徒
が
心
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
機
会
の
拡
充
は
必
要
だ
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
相
談
窓
口

を
令
和
４
年
度
は
じ
め
に
開
設
で
き
る

よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
障
が
い
者
雇
用
の
推
進
を

問 

大
型
公
共
施
設
で
の
障
が
い
者
の

雇
用
は
想
定
し
て
い
る
か
。

答 

組
織
全
体
と
し
て
一
定
数
の
雇
用

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

雇
用
に
努
め
て
き
た
が
、
引
き
続
き
障

が
い
者
の
雇
用
に
配
慮
し
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ
一
体
的
に
使
用
し
新
体
育
館
は
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

赤
坂
総
合
公
園
一
帯
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
考
え
は

近隣自治体でも数多く行われて
いる地域振興券の給付事業

土
田

　百
合
子
議
員

つ
ち
だ

　ゆ
り
こ

平成26年には赤坂総合公園一帯が
県の総合防災訓練会場となった

鈴
木
勝
雄
議
員

す
ず
き

　か
つ
お

全
市
民
へ
の
一
律
給
付
は
予
定
し
て
い
な
い

コ
ロ
ナ
禍
、全
市
民
を
対
象
と
し
た
支
援
給
付
等
は
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　皆さん、こんにちは！私たちは、増田中学校
の美術部です。現在は２年生２人、３年生５人の
計７名という部員数で、新入部員の加入を待って
いるところです。
　普段は、ポスターコンクールや各種美術展への
出品、文化祭の美術部展に展示する作品の制作を
しています。部員は信頼できる仲間たちなので、
何気ない会話でよく笑い合い、和やかに活動して
います。部員の中には、動物描写が得意な人、風
景画が得意な人、人物像が得意な人など、それぞ
れの得意分野があります。その特色を生かして、
アドバイスし合ったり、教え合ったりすることも
多いです。
　増中祭の美術部展は、多くの方に作品を見ても
らえる数少ないチャンスなので、力を入れて取り
組んでいます。何カ月も前から制作に取りかかり、
多くの作品を展示しようと頑張っています。昨年

度は、部員数が少なかったので会場づくりも大変
でしたが、協力して設置することができました。
黒板アートにも挑戦し、少しでも集客できるよう
に、人気のキャラクターを描いてみました。描い
ているときもとても楽しかったし、多くの方に見
ていただけて良かったです。
　美術部は、私たちにとってとても居心地のよい
場所だと感じています。「和敬」の雰囲気の中、「挑
戦」の精神を大切にして、これからもより成長し
ていけるように精進していきたいと思います。

増田中学校美術部部長　３年 髙橋　小雪

増田中学校
美術部

第
71 号

横手市議会公式
Facebookページ

タイムリーに情報発信中
ページへの
お待ちしています。

いいね！
分かりにくい議会用語が
他にもございましたら、
議会事務局までお知らせ
願います。

「もっと教えて！横手市議会」10周年！！
　平成24年４月９日に第１回の放送をスタートした横手
市議会のFM番組「もっと教えて！横手市議会」が放送開
始から10周年を迎えました。
　４月11日には、10周年記念番組第１弾として『「もっ
と教えて！横手市議会」10年の歩み』を放送。過去の広
報担当委員長らが、「もっと教えて！横手市議会」の過去、
現在、そして未来を熱く語りました。

これまでの放送内容
はこちらからお聴き
ください。

好評放送中

毎月第2・4月曜日 午前10時40分～
再放送：翌火曜日 午前７時30分～

記念すべき第１回放送の収録風景（平成24年４月５日）

6/13 プレイバック
　　 「もっと教えて！横手市議会」

10周年記念番組の放送予定

過去にご出演いただいた方々に再度インタビュー！
市議会への思いをお話しいただきます。

横手かまくらＦＭ 77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

増田中学校 美術部の皆さん

　冬の豪雪がいつの間に
か消え去り、青葉若葉が
美しい季節の到来です。

　広報分科会も若葉マークの議員が多いですが、不慣れ
なところは市民の皆さんに一番近い存在だからと、前向
きに取り組んでいます。これからも「あなたと市議会」
をよろしくお願いいたします。　　　　　 （井上　忠征）

広報広聴委員会　広報分科会
分 科 会 長　大日向香輝　副分科会長　林　　一輝
委　　　員　井上　忠征　加藤　雄太　青山　　豊
　　　　　　福田　　誠　山形　健二

編 集 後 記
 分かりにくい
議会用語などは
こちらで

解説しています


